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学び＋行動学び＋行動→発展発展++持続可能性を追持続可能性を追

求求
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Ｔｈｉｎｋ Ｇｌｏｂａｌｌｙ， Ａｃｔ Ｌｏｃａｌｌｙ

ａｎｄ Ｃｈａｎｇｅ Ｐｅｒｓｏｎａｌｌｙ！

地球規模で考え、地域で活動し、

自ら変わること！
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モットー
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団体の概要（参考資料参照）
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設立目的
地球規模の視点でとらえ、

国際、平和、環境、人権、福祉など、

さまざまな社会問題の解決・改善を図るため、

地域密着型・市民参加型を重視した

国際協力活動の推進と、

国際理解・開発教育の啓発・普及、

パートナーシップとネットワークづくりを図り、

多文化共生・持続可能な市民社会の構築に

寄与することを目的とする。
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ビジョン

あらゆる人々が、

人として

平和な日々をおくることができる

持続可能な社会の実現

を目指します。
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ミッション・活動
人として対等な立場で支援を必要とする人々の社会的・経済的自立を援助するため

市民参加による国際協力活動を実践します。

→モザンビーク平和構築支援・・・現地：「コミュニティ開発・エコ＆ピース」へ

国内：「日本・モザンビーク市民友好協会」発足へ

教育：ＥＳＤ実践事例へ

国際協力活動を促進し、多文化共生社会を実現するため

グローバル教育の普及に取り組みます。

→国際理解教育・開発教育⇒ＥＳＤとしての取り組み・展開

わたしたちのビジョンを追求するため地域・国内・海外の市民や諸団体との

パートナーシップ・ネットワークを構築します。

→ネットワークＮＧＯの役割・・・外務省ＮＧＯ相談員委嘱事業受託・ネットワークＮＧＯとの連携

→四国ＮＧＯネットワーク設立・・・ＪＩＣＡとの連携・「四国・国際協力論」の展開

→環境省四国環境パートナーシップオフィス受託・・・環境省・環境ＮＧＯとの連携
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ＳＮＮ発足の経緯

「四国NGOネットワーク」は、四国に拠点を置くNGO相互の情報交換や意
見交換、市民との対話・連携などを通して、NGOの社会的・経済的活 動基
盤を強化する仕組みや、地球市民の育成に向けて行政・企業・学校・異分
野NPOとのよりスムーズな連携を図っていく仕組みを確立し、NGOの側面
的支援を行うことによって、四国全体のNGO活動のさらなる発展、市民活
動全体の推進を目指して発足した。

経緯：
2001年3月 ＪＩＣＡ四国支部主催「第1回四国地区ＮＧＯ－ＪＩＣＡ国際協力ネットワーク会議」
2002年9月 えひめグローバルネットワーク主催「四国ＮＧＯネットワーク構築会議」
2004年3月 ＪＩＣＡ四国支部主催「第2回四国地区ＮＧＯ－ＪＩＣＡ国際協力ネットワーク会議」
2004年3月 四国・国際協力ＮＧＯネットワーク協議会（仮称）設立準備会発足
2004年10月 四国ＮＧＯネットワーク設立
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①非政府組織（NGO）が担う
草の根レベルの活動は
政府間や国際機関同様に
重要かつ不可欠

②市民主体による活力ある
社会づくりのため

③「国際協力活動」の必要性を
理解してもらうために、
ＮＧＯ活動は地域で
もっと知らされるべき

「四国・国際協力論」事業実施 Ｗｈｙ？
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①三者連携
•市民連携を進めるJICA
•草の根レベルで活動を行って
いる四国のNGO

•次世代の育成を担う高等教育
機関である各県大学

②講義の進め方
•ワークショップ・グループディス
カッションなど参加型手法を取
り入れる

•四国地域における国際協力活
動、ODAや国際組織の活動な
どの実態に触れる

「四国・国際協力論」事業実施 Ｈｏｗ？
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•地域レベルと世界レベルの
持続可能な社会のあり方
について学ぶこと

•多面的・多角的に考え、
行動に結び付けていくこと
ができる人材の育成

「四国・国際協力論」事業実施 Ｗｈａｔ ｆｏｒ？

「四国・国際協力論」 【２００５年４月から開始!】
事業実施体制・役割 ＪＩＣＡ四国側
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「四国・国際協力論」 【２００５年４月から開始!】
事業実施体制・役割 大学側
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「四国・国際協力論」 【２００５年４月から開始!】
事業実施体制・役割 ＮＧＯ側
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受講生のコメント

①地域というエンジンが回せる歯車はとても小さいが、回し続ければいつか
世界という歯車を動かすことができると確信できるようになった。

②「共に自立を目指すパートナー」という新たな視点から国際協力活動を考
えることを学び、決して特定の人がするものでもしなければならないも ので
もなく、共に自立を目指す同等の人間として、全ての者が自覚し行動する必
要性を感じた。
その先にあるのは双方向な社会構造の構築で、それには地域発の国際協
力活動こそ大きな意味を持つのではないかとも考えるようになった。

③NGOの講師の先生方は世界のために地域で動くこと、動き出すことで生
み出される力の可能性を教えてくれた。
人一人の力は確かに小さく、それを世界に届けることはとても難しいことで
ある。しかしひとりの小さな力でも積み重ねれば変わる。

15

受講生のコメント
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④スライドなどによって実際の現地の写真を見ていると「私は本当にこの
ような問題を自分と同じ世界のこととして、真剣に考えてみ たことが一度
でもあったか」と自問するようになっていった。
単なる知識としての捉え方と現実に今この瞬間に起こっている出来事とし
ての捉え方との違いを初めて感じたように思う。

⑤もし、この講義を受けていなかったら、今でも、発展途上国に対する間
違った思いを持ったままだったと思う。改めて自分の無知と関心の低さに
気づいたとき、今まであまり興味がなかった「国際協力」ついて非常に興味
が湧くとともにこの講義を取って本当に良かったと思った。

⑥多くのことを学んだ。特に一番の収穫であり、またもっとも重要なことだと
いえるのが「国際協力は一方的な援助ではない」ということで ある。
世界の問題は自分たち自身の問題なのであって、国際協力は共に世界を
良くしていこうという試みであるという認識を感じることができ、これを多く
の人々に広げていけるのは、「地域の国際協力」が秘めている可能性だと
考える。
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四国のＮＧＯ・地域とのつながり
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  ★は、四国ＮＧＯネットワーク加入団体 
 
 
 

 

四国のＮＧＯ と 四国ＮＧＯネットワーク加入団体 2007年 4月現在 

【本山町】 
・四国高知 JOCS 

【高知市】 
★アジア･僻地医療を支援する会
★アフリカの雫 
★高知希望工程基金会 
★高知ラオス会 

【高松市】 
★(財)オイスカ 四国支部 
★（特活）香川国際ボランティアセンター

★（特活）セカンドハンド 
・バングラデシュ香川友好協会 

【伊方町】 
★（特活）研修生招聘協会 

【内子町】 
★（特活）ODAの木協会 

高知県 

まつやま 

【四国中央市】 
★中国児童教育援助協会 

愛媛県 

香川県 

徳島県 

【土佐清水市】 
★（特活）アジア文化交流会 

【徳島市】 
★内蒙古愛陽教育経済支援協会 
★烏雲の森 沙漠植林ボランティア協会 
★ハーモニー・ワーク・キャンプ 

【土佐山田町】 
★安徽省日中友好森づくりネットワーク 

たかまつ 

こうち 

とくしま 

【松山市】 
★岩村昇博士協力会 
★（特活）えひめグローバルネットワーク

★KOMERA（コメラ） 
★四国エイズプロジェクト 
★CCWA愛媛の会 
★JMAS（日本地雷処理を支援する会） 

【西条市】 
★ザンビアこども基金 

【吉野川市】 
★（特活）TICO 

【石井町】 
・徳島ネパール友好協会 

四国内ＮＧＯ・世界とのつながり
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【モザンビーク】 
（特活）えひめグローバルネットワーク 
平和構築支援 

【フィリピン･ミンダナオ島】 
（特活）えひめグローバルネットワーク：少数民族支援 

【カンボジア】 
(特活)セカンド･ハンド 

教育支援、職業訓練、医療支援 
JMAS（日本地雷除去を支援する会） 
  地雷除去、職業訓練 
四国高知 JOCS：医療支援 

【ルワンダ】 
KOMERA 
教育支援 

【ルーマニア】 
四国エイズプロジェクト 
HIV･AIDS感染者支援 

【ザンビア】 
（特活）TICO 
村落開発、医療支援 
ザンビアこども基金 
職業訓練、教育･生活支援 

【バングラデシュ】 
四国高知 JOCS：医療支援 
バングラデシュ香川友好協会 
医療支援 

【ネパール】 
岩村昇博士協力会：農村開発、生活改善 
CCWA愛媛の会：教育、村落開発 
徳島ネパール友好協会：教育支援、生活改善

【中国･雲南省】 
(特活)アジア文化交流会：教育支援、少数民族支援

【中国･内モンゴル自治区】 
烏雲の森 沙漠植林ボランティア協会：緑化活動、砂漠化防止 
内蒙古愛陽教育経済支援協会：教育支援 

【ラオス】 
(特活)香川ボランティアセンター：教育支援 
高知ラオス会：教育支援 

【タイ】 
（特活）ODAの木協会：環境保全 
四国エイズプロジェクト：職業訓練、就学支援 
ハーモニーワークキャンプ：教育支援 

【中国･安徽省】 
高知希望工程基金会：教育支援、研修生受け入れ 
安徽省日中友好森づくりネットワーク：緑化活動 

世界地図で見る 

四国の NGO国際協力 

・以上はこのガイドブックに掲載されている国際協力団体が支援し

ている人たちのいる地域です。 
・これ以外にも国際交流団体が多数あります。自治体ごとの姉妹都

市交流も含めると、さらに多くのネットワークが存在します。 
・青年海外協力隊の派遣地域も世界中に広がっています。帰国後に

個人で国際協力･交流活動をしている人たちも、ここに掲載する

NGO以外に存在しています。 

【インドネシア･イリアンジャヤ】 
アジア僻地医療を支援する会：医療支援 

【中国･広西壮族自治区】 
中国児童教育援助協会：教育支援 

【ベトナム】 
(特活)研修生招聘協会 
農業者研修 

【フィリピン】 
(特活)研修生招聘協会：農業者研

修 

【ウガンダ】 
四国高知 JOCS：医療支援

【ケニア】 
アフリカの雫 
農民自立支援 
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NGOの現状１（２００６年１１月～２００７年２月までの調査結果）
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0%
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NGOの現状２
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NGOの現状３
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NGOの現状４
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NGOの現状５
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3%
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金融

救援
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平和、政治
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タイ

5%

中国
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9%

モザンビーク
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ラオス
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ン
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活動国
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日本
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ザンビア
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4
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海外事業方法
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物資協力
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育

調査研究
0

2

4

6

8
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系列1

NGOの現状６
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0

1

2

3

4
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年間財政規模

会費

31%

助成金

19%
寄付金

13%

受託事業

6%

自主事業

31%

その他

0%

財源第一位

会費

助成金

寄付金

受託事業

自主事業

その他
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地域地域

演習林演習林

農場農場
附属
学校

附属
学校

実習
調査船

実習
調査船

ESD・
環境教育
指導者養成

プロジェクトチーム
（第8部会）

ESDESD・・
環境教育環境教育
指導者養成指導者養成

プロジェクトチームプロジェクトチーム
（第（第88部会）部会）

教育
学部

農学部 工学部

理学部

医学部

法文
学部

教育・学生支援機構教育・学生支援機構

教育企画室

共通教育センター

（評価，FD）

（教養コア科目）

総合健康
センター

沿岸環境
科学研究
センター

総合情報
メディア
センター

展開の場

実施主体

評価・運営

総合科学
研究支援
センター

大学フィールド

地域創成
研究
センター

人 自然
環境

国際交流
センター

愛媛大学環境ＥＳＤ
取組の実施体制

環境ESD指導者

養成講座 II

4単位

環境ESD指導者

養成講座 II

44単位単位

1年次
前期

1年次
後期

2年次
前期

２年次
後期

3&4
年次

環境ESD指導者

養成講座 I

4単位

環境ESD指導者

養成講座 I

44単位単位

共通教育
「コア科目」

「知の展開科目」

共通教育
「コア科目」

「知の展開科目」

アフターフォロープログラムアフターフォロープログラム

愛媛大学環境愛媛大学環境ESDESD指導者カリキュラムのしくみ指導者カリキュラムのしくみ

認定
授業
6
単位
選択
必修

認定認定
授業授業
66
単位単位
選択選択
必修必修

指導者II種指導者II種

指導者I種指導者I種

指導者II種認定

指導者I種認定

「持続的発展可能な社会のための学び－ESD」
共通教育 コア科目 2単位

「持続的発展可能な社会のための学び－ESD」
共通教育 コア科目 22単位単位

学部専門科目学部専門科目
10単位
選択
必修

1010単位単位
選択選択
必修必修

（16単位）

（14単位）
環境ESD指導者

養成演習 I・II

計4単位

環境ESD指導者

養成演習 I・II

計計44単位単位
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大学生
社会人
聴講生

教員

NPO

教員は学びあいを
ファシリテートしなが
ら自らも学ぶ

授業はステークホルダーどうしの学びあいを大切にします

取組の学びの形態

取組の全体像取組の全体像 （年間予算約１，８００万円）（年間予算約１，８００万円）

（受講生数・・・ＥＳＤ基礎＝１１０名→８０名弱、養成講座Ｉ（受講生数・・・ＥＳＤ基礎＝１１０名→８０名弱、養成講座Ｉ ＝６６名、要請講座ＩＩ＝６６名、要請講座ＩＩ ＝３３名）＝３３名）



ＮＰＯ法人えひめグローバルネットワーク

身近な環境問題への取り組み

地域でできることのひとつ：愛リバー･川掃除

29

お遍路道・大川沿いの道路は生活空間にある
・・・私たちの暮らしを見つめることから始める

30
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受講生のコメント

環境問題とは人間の価値観の問題で、考え方を改革しないと解決できないと強く思っ
た。そのためには、各々の環境問題についての背景、社会構造、などをよく理解した
上で、問題の本質をとらえることが重要、そのことを社会に伝えていく人々も必要だと
思った。環境問題についての幅広い知識を得ると同時に、物事の本質を見抜く力を養
えた。グループワークの進め方なども学ぶことができて、指導者（演出家？）として必
要なことも学ぶことができた。また、グローカルな視点で環境問題を考えられるように
なった。

一番印象に残ったのは貿易ゲーム。貿易のシステムをしっかり理解するのに有効な
手段で、貿易によって世界に貧困がおこる理由、つまり先進国の経済向上のための
戦略が分かりました。また、「地球への恩返し」で、みんなにとって何が重要か分り、み
んなの意見を一致する難しさを知った。市場主義を採用している日本の企業は、“地
球にやさしい”活動を名目上行なって、一般の人々に訴えかけるのに都合のよい題材
を使っているが、その実態は現地のニーズに適していないなど持続可能でないことが
分かった。物事の真理は、企業の発信しているものや、表面上の事情を丸のみにす
るのでなはなく、自分が探求してゆかなければならないと思った。

31

受講生のコメント

自分は世界各地の現状や地球の環境、日本の問題について知っていると思ってい
たが、実際は知っているつもりになっているだけだった。

また、自分の意見を言う場がたくさんあって、自分なりに考えて言うという事の難しさ
や、伝えるという事の大切さを学んだ。

グループワークは、初めの方は慣れなかったが、回を重ねるごとに他の人の意見が
聞ける事の面白さに気がついた。さらに映像を見る機会がたくさんあり、授業の効果
というのが高かった。

自分は工学部で、このような内容の授業はなかなか学べないので、とても貴重な体
験をさせてもらった。自分の視野が広がった。

もっと日本の事や世界の事に興味を持って、自分なりに調べたり、イベントなどに参
加して、大学生の時にしかできない経験をたくさんして、充実させていきたい。

32
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課題の整理
33

1. 社会貢献活動・民間企業・ボランティアなどの参加・経験値は、人材雇用時の
「評価対象」となっている。ＮＰＯの活動は「評価」されるが「認知」されていない
現実。（コピー代１０円は払っても、人件費はタダといった考え方。）

2. ＮＰＯの７，８割が総会を開催する程度の活動のみ。市民の主体性を重視する
なら、２，３割の本物と言われるＮＰＯを、地域の公共財産として育て、強化して
いく仕組みはできないか？（データ：２００５年静岡の調査参考）

3. すべてのＮＰＯに「教育力」があるわけではない。関心・可能性・力量があるか
ないかの見極めが必要。教育力があるＮＰＯと大学の連携・しくみ、企業との
連携をどう創るか？

4. 「教育力」があるＮＰＯとの「しくみづくり」に、資金的配慮の必要性があることを
認められるかどうか？基準・制度の導入が可能か？

5. 国・県・市・を超えた地域・教育機関を「フラット」につなぐＮＰＯの役割をどう生
かすか？（関係性の再構築の必要性は？）

6. 各地域の中間支援組織・ＮＰＯ支援センターのマッチング力・コーディネート力
次第で、地域は変わる？(自己分析・地域分析の必要性）

最後に…

ご静聴ありがとうございました。

ＮＰＯ法人えひめグローバルネットワーク
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